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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像信号レベル表示装置であって、
　ＲＧＢコンポーネント信号のＲ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれに対応する最大有効値を設定
する手段（２４、２５、２６）と、
　それぞれの最大有効値が１点に集中するように、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれの座標を
計算する手段（２１、２２、２３）と、
　Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれの座標を表示する手段（２９）と、
　を備える映像信号レベル表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の映像信号レベル表示装置であって、
　Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれは、それぞれ異なる色で表示される、映像信号レベル表示
装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の映像信号レベル表示装置であって、該装置はさらに、
　それぞれの最大有効値が１点に集中するように、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれに対応す
る直線目盛りデータを生成する手段（２７）を、
　備え、
　座標を表示する前記手段（２９）はさらに、それぞれの直線目盛りデータを表示する、
映像信号レベル表示装置。
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【請求項４】
　請求項３に記載の映像信号レベル表示装置であって、
　Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれに対応する直線目盛りデータは、それぞれ異なる色で表示
される、映像信号レベル表示装置。
【請求項５】
　請求項３に記載の映像信号レベル表示装置であって、
　最大有効値以上の範囲に属する直線目盛りデータと、最大有効値より小さい範囲に属す
る直線目盛りデータとは、それぞれ異なる輝度で表示される、映像信号レベル表示装置。
【請求項６】
　請求項３に記載の映像信号レベル表示装置であって、
　最大有効値以上の範囲に属する直線目盛りデータと、最大有効値より小さい範囲に属す
る直線目盛りデータとは、それぞれ異なる色で表示される、映像信号レベル表示装置。
【請求項７】
　請求項３に記載の映像信号レベル表示装置であって、
　最大有効値以上の範囲に属する直線目盛りデータは、実線で表示され、
　最大有効値より小さい範囲に属する直線目盛りデータは、破線で表示される、映像信号
レベル表示装置。
【請求項８】
　請求項３に記載の映像信号レベル表示装置であって、
　最大有効値を設定する前記手段（２４、２５、２６）がさらに、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそ
れぞれに対応する最小有効値を設定し、
　最大有効値以上の範囲に属する直線目盛りデータと、最小有効値から最大有効値までの
範囲に属する直線目盛りデータとは、それぞれ異なる輝度で表示される、映像信号レベル
表示装置。
【請求項９】
　請求項３に記載の映像信号レベル表示装置であって、
　最大有効値を設定する前記手段（２４、２５、２６）がさらに、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそ
れぞれに対応する最小有効値を設定し、
　最大有効値以上の範囲に属する直線目盛りデータと、最小有効値から最大有効値までの
範囲に属する直線目盛りデータとは、それぞれ異なる色で表示される、映像信号レベル表
示装置。
【請求項１０】
映像信号レベル表示装置であって、
　Ｙ／色差コンポーネント信号のＹ、Ｐｒ及びＰｂ成分からＲＧＢコンポーネント信号の
Ｒ、Ｇ及びＢ成分に変換する手段（１３２）と、
　ＲＧＢコンポーネント信号のＲ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれに対応する最大有効値及び最
小有効値を設定する手段（２４、２５、２６）と、
　それぞれの最大有効値が１点に集中するように、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれの座標を
計算する手段（２１、２２、２３）と、
　Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれの座標を表示する手段（２９）であって、最小有効値から
最大有効値までの範囲に属する成分と、それ以外の範囲に属する成分とは、区別して表示
される、手段（２９）と、
　を備える映像信号レベル表示装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の映像信号レベル表示装置であって、
　Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれは、それぞれ異なる色で表示される、映像信号レベル表示
装置。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の映像信号レベル表示装置であって、
　最小有効値から最大有効値までの範囲に属する成分と、それ以外の範囲に属する成分と
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は、それぞれ異なる輝度で表示される、映像信号レベル表示装置。
【請求項１３】
　請求項１０に記載の映像信号レベル表示装置であって、
　最小有効値から最大有効値までの範囲に属する成分と、それ以外の範囲に属する成分と
は、それぞれ異なる色で表示される、映像信号レベル表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像信号を監視するために映像信号のレベルを表示する装置に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　映像信号を監視するために映像信号のレベルを表示する従来の装置は、例えば、以下に
示す特許文献１に開示されている。図１は、特許文献１に開示されている装置が採用する
表示方法を表し、その表示方法は、ダイアモンド表示として、知られている。図１に示す
ように、ダイアモンド表示の上側は、ＲＧＢコンポーネント信号のＧ（緑）成分及びＢ（
青）成分に対応する第１ベクトル（Ｇ＋Ｂ，－Ｇ＋Ｂ）を表し、ダイアモンド表示の下側
は、ＲＧＢコンポーネント信号のＧ（緑）成分及びＲ（赤）成分に対応する第２ベクトル
（－Ｇ－Ｒ，－Ｇ＋Ｒ）を表わす。第１ベクトル及び第２ベクトルが、破線で囲まれた第
１領域１１及び第２領域１２の外に表示されることにより、観測者は、ＲＧＢコンポーネ
ント信号のレベルが所定の値を超えている又はガマット・エラー状態であることを認識す
ることができる。
【特許文献１】特開平６－２６１３４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　観測者は、ダイアモンド表示（第１ベクトル及び第２ベクトル）から、ＲＧＢの状態（
ある色のＲ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれが、所定の値にどの程度近づいているのか又は所定
の値からどの程度越えているのか）を読みとる必要があった。
【０００４】
　また、例えば、ＲＧＢコンポーネント信号が、自然画像を含む信号である場合、観測者
は、自然画像中のどの色がガマット・エラー状態であるのかを観測する際に、ダイアモン
ド表示の上側及び下側（破線で囲まれた第１領域１１及び第２領域１２）の両方に、注目
しなければならない。加えて、自然画像に対応するダイアモンド表示は、一般に、雲のよ
うにぼやけた表示である。
【０００５】
　本発明の目的は、観測者の負担を軽減することである。
　当業者は、明細書及び図面を参照することによって、本発明の他の目的を容易に理解で
きるであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の映像信号レベル表示装置は、ＲＧＢコンポーネント信号のＲ、Ｇ及びＢ成分の
それぞれに対応する最大有効値を設定する手段（２４、２５、２６）と、それぞれの最大
有効値が１点に集中するように、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれの座標を計算する手段（２
１、２２、２３）と、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれの座標を表示する手段（２９）と、を
備える。
【０００７】
　映像信号レベル表示装置はさらに、それぞれの最大有効値が１点に集中するように、Ｒ
、Ｇ及びＢ成分のそれぞれに対応する直線目盛りデータを生成する手段（２７）を備える
ことができる。座標を表示する前記手段（２９）はさらに、それぞれの直線目盛りデータ
を表示することができる。最大有効値を設定する前記手段（２４、２５、２６）はさらに



(4) JP 4330438 B2 2009.9.16

10

20

30

40

50

、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれに対応する最小有効値を設定することができる。
【０００８】
　本発明の映像信号レベル表示装置は、Ｙ／色差コンポーネント信号のＹ、Ｐｒ及びＰｂ
成分からＲＧＢコンポーネント信号のＲ、Ｇ及びＢ成分に変換する手段（１３２）と、Ｒ
ＧＢコンポーネント信号のＲ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれに対応する最大有効値及び最小有
効値を設定する手段（２４、２５、２６）と、それぞれの最大有効値が１点に集中するよ
うに、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれの座標を計算する手段（２１、２２、２３）と、Ｒ、
Ｇ及びＢ成分のそれぞれの座標を表示する手段（２９）であって、最小有効値から最大有
効値までの範囲に属する成分と、それ以外の範囲に属する成分とは、区別して表示される
、手段（２９）と、を備える。
【０００９】
　本発明の映像信号レベル表示装置は、ＲＧＢコンポーネント信号のＲ、Ｇ及びＢ成分の
それぞれに対応する最大有効値を設定する手段（２４、２５、２６）と、Ｒ、Ｇ及びＢ成
分のそれぞれの座標を計算する手段（２１、２２、２３）と、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞ
れに対応する直線目盛りデータを生成する手段（２７）と、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれ
の座標とそれぞれの直線目盛りデータとを表示する手段（２９）と、を備える。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図２は、本発明の映像信号レベル表示装置２０のブロック図を表す。図２に示すように
、映像信号レベル表示装置２０は、ＲＧＢコンポーネント信号のＲ、Ｇ及びＢ成分のそれ
ぞれに対応する座標を計算する座標計算部２１、２２及び２６を備える。映像信号レベル
表示装置２０はさらに、ＲＧＢコンポーネント信号のＲ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれの有効
な範囲を設定するレンジ設定部２４、２５及び２６を備える。
【００１１】
　レンジ設定部２４には、Ｒ成分に関する最小有効値ＲＭＩＮ（例えば、０Ｖ）及び最大
有効値ＲＭＡＸ（例えば、０．７Ｖ）とともに、Ｒ成分に関する上限値ＲＵ＿ＬＩＭＩＴ

（例えば、１Ｖ）及び下限値ＲＬ＿ＬＩＭＩＴ（例えば、－０．１Ｖ）が設定される。同
様に、レンジ設定部２５には、Ｇ成分に関する最小有効値ＧＭＩＮ（例えば、０Ｖ）、最
大有効値ＧＭＡＸ（例えば、０．７Ｖ）、上限値ＧＵ＿ＬＩＭＩＴ（例えば、１Ｖ）及び
下限値ＧＬ＿ＬＩＭＩＴ（例えば、－０．１Ｖ）が設定される。また、レンジ設定部２６
には、Ｂ成分に関する最小有効値ＢＭＩＮ（例えば、０Ｖ）、最大有効値ＢＭＡＸ（例え
ば、０．７Ｖ）、上限値ＢＵ＿ＬＩＭＩＴ（例えば、１Ｖ）及び下限値ＢＬ＿ＬＩＭＩＴ

（例えば、－０．１Ｖ）が設定される。
【００１２】
　図３は、座標計算部２１で計算される座標を説明するための図である。まず、座標計算
部２１は、レンジ設定部２４からの最大有効値ＲＭＡＸを原点に設定し、Ｒ成分の座標と
して、（ＸＲ，ＹＲ）＝（０，Ｒ－ＲＭＡＸ）を計算する。ＲＭＡＸ＝０．７Ｖ、Ｒ＝０
．６Ｖの場合、図３中の矢印３１によって示されるように、Ｒ成分の座標は、（ＸＲ，Ｙ

Ｒ）＝（０，－０．１）である。Ｒ＝０．５Ｖの場合、図３中の矢印３２によって示され
るように、Ｒ成分の座標は、（ＸＲ，ＹＲ）＝（０，－０．２）である。
【００１３】
　次に、座標計算部２１は、Ｒ成分の座標を＋１８０°回転させるように、（ＸＲ，ＹＲ

）＝（０×ｃｏｓ（１８０）＋（Ｒ－ＲＭＡＸ）×（－ｓｉｎ（１８０）），０×ｓｉｎ
（１８０）＋（Ｒ－ＲＭＡＸ）×ｃｏｓ（１８０））を計算する。ＲＭＡＸ＝０．７Ｖ、
Ｒ＝０．６Ｖの場合、図３中の矢印３３によって示されるように、Ｒ成分の座標は、（Ｘ

Ｒ，ＹＲ）＝（０，＋０．１）である。Ｒ＝０．５Ｖの場合、図３中の矢印３４によって
示されるように、Ｒ成分の座標は、（ＸＲ，ＹＲ）＝（０，＋０．２）である。このよう
に座標を変換することにより、Ｒ成分は、上から下の方向に沿って、値が大きくなる。
【００１４】
　図４は、座標計算部２２で計算される座標を説明するための図である。まず、座標計算
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部２２は、レンジ設定部２５からの最大有効値ＧＭＡＸを原点に設定し、Ｇ成分の座標と
して、（ＸＧ，ＹＧ）＝（０，Ｇ－ＧＭＡＸ）を計算する。ＧＭＡＸ＝０．７Ｖ、Ｒ＝０
．５５Ｖの場合、図４中の矢印４１によって示されるように、Ｇ成分の座標は、（ＸＧ，
ＹＧ）＝（０，－０．１５）である。Ｇ＝０．４５Ｖの場合、図４中の矢印４２によって
示されるように、Ｇ成分の座標は、（ＸＧ，ＹＧ）＝（０，－０．２５）である。
【００１５】
　次に、座標計算部２２は、Ｇ成分の座標を－６０°回転させるように、（ＸＧ，ＹＧ）
＝（０×ｃｏｓ（－６０）＋（Ｇ－ＧＭＡＸ）×（－ｓｉｎ（－６０）），０×ｓｉｎ（
－６０）＋（Ｇ－ＧＭＡＸ）×ｃｏｓ（－６０））を計算する。ＧＭＡＸ＝０．７Ｖ、Ｇ
＝０．５５Ｖの場合、図４中の矢印４３によって示されるように、Ｇ成分の座標は、（Ｘ

Ｇ，ＹＧ）＝（－０．１５×（√３）／２，－０．１５／２）である。Ｇ＝０．４５Ｖの
場合、図４中の矢印４４によって示されるように、Ｇ成分の座標は、（ＸＧ，ＹＧ）＝（
－０．２５×（√３）／２，－０．２５／２）である。このように座標を変換することに
より、Ｇ成分は、左下から右上の方向に沿って、値が大きくなる。
【００１６】
　図５は、座標計算部２３で計算される座標を説明するための図である。まず、座標計算
部２３は、レンジ設定部２６からの最大有効値ＢＭＡＸを原点に設定し、Ｂ成分の座標と
して、（ＸＢ，ＹＢ）＝（０，Ｂ－ＢＭＡＸ）を計算する。ＢＭＡＸ＝０．７Ｖ、Ｒ＝０
．６Ｖの場合、図５中の矢印５１によって示されるように、Ｂ成分の座標は、（ＸＢ，Ｙ

Ｂ）＝（０，－０．１）である。Ｂ＝０．５Ｖの場合、図５中の矢印５２によって示され
るように、Ｂ成分の座標は、（ＸＢ，ＹＢ）＝（０，－０．２）である。
【００１７】
　次に、座標計算部２３は、Ｂ成分の座標を＋６０°回転させるように、（ＸＢ，ＹＢ）
＝（０×ｃｏｓ（６０）＋（Ｂ－ＢＭＡＸ）×（－ｓｉｎ（６０）），０×ｓｉｎ（６０
）＋（Ｂ－ＢＭＡＸ）×ｃｏｓ（６０））を計算する。ＢＭＡＸ＝０．７Ｖ、Ｂ＝０．６
Ｖの場合、図５中の矢印５３によって示されるように、Ｂ成分の座標は、（ＸＢ，ＹＢ）
＝（０．１×（√３）／２，－０．１／２）である。Ｂ＝０．５Ｖの場合、図５中の矢印
５４によって示されるように、Ｂ成分の座標は、（ＸＢ，ＹＢ）＝（０．２×（√３）／
２，－０．２／２）である。このように座標を変換することにより、Ｂ成分は、右下から
左上の方向に沿って、値が大きくなる。
【００１８】
　図２に戻り、映像信号レベル表示装置２０はさらに、目盛りデータ生成部２７を備える
。図６は、目盛りデータ生成部２７で計算される目盛りデータ（Ｇ成分に対応するデータ
）を説明するための図である。
【００１９】
　目盛りデータ生成部２７は、Ｇ成分に関して、レンジ設定部２５からの最大有効値ＧＭ

ＡＸを原点に設定し、第１有効外直線データ群として、（ＸＧ＿ＯＵＴ１，ＹＧ＿ＯＵＴ

１）＝（０，０）～（０，ＧＵ＿ＬＩＭＩＴ－ＧＭＡＸ）を計算する。目盛りデータ生成
部２７は、Ｇ成分に関して、第１有効外直線データ群を－６０°回転させるように、（Ｘ

Ｇ＿ＯＵＴ１，ＹＧ＿ＯＵＴ１）＝（０，０）～（（ＧＵ＿ＬＩＭＩＴ－ＧＭＡＸ）×（
√３）／２，（ＧＵ＿ＬＩＭＩＴ－ＧＭＡＸ）／２）を計算する（矢印６１）。ここで、
上限値ＧＵ＿ＬＩＭＩＴは、レンジ設定部２５で、例えば、１．０Ｖに設定される。
【００２０】
　目盛りデータ生成部２７はさらに、Ｇ成分に関して、第２有効外直線データ群として、
（ＸＧ＿ＯＵＴ２，ＹＧ＿ＯＵＴ２）＝（０，ＧＬ＿ＬＩＭＩＴ－ＧＭＡＸ）～（０，Ｇ

ＭＩＮ－ＧＭＡＸ）を計算し、第２有効外直線データ群を－６０°回転させるように、（
ＸＧ＿ＯＵＴ２，ＹＧ＿ＯＵＴ２）＝（（ＧＬ＿ＬＩＭＩＴ－ＧＭＡＸ）×（√３）／２
，（ＧＬ＿ＬＩＭＩＴ－ＧＭＡＸ）／２）～（（ＧＭＩＮ－ＧＭＡＸ）×（√３）／２，
（ＧＭＩＮ－ＧＭＡＸ）／２）を計算する（矢印６２）。ここで、下限値ＧＬ＿ＬＩＭＩ

Ｔは、レンジ設定部２５で、例えば、－０．１Ｖに設定される。
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【００２１】
　目盛りデータ生成部２７はさらに、Ｇ成分に関して、有効直線データ群として、（ＸＧ

＿ＩＮ，ＹＧ＿ＩＮ）＝（０，ＧＭＩＮ－ＧＭＡＸ）～（０，０）を計算し、有効直線デ
ータ群を－６０°回転させるように、（ＸＧ＿ＩＮ，ＹＧ＿ＩＮ）＝（（ＧＭＩＮ－ＧＭ

ＡＸ）×（√３）／２，（ＧＭＩＮ－ＧＭＡＸ）／２）～（０，０）を計算する（矢印６
３）。
【００２２】
　図７は、目盛りデータ生成部２７で計算される目盛りデータ（Ｒ及びＢ成分に対応する
データ）を説明するための図である。目盛りデータ生成部２７は、Ｇ成分と同様に、Ｒ成
分に関して、レンジ設定部２４からの最大有効値ＲＭＡＸを原点に設定し、第１有効外直
線データ群として、（ＸＲ＿ＯＵＴ１，ＹＲ＿ＯＵＴ１）＝（０，０）～（０，ＲＵ＿Ｌ

ＩＭＩＴ－ＲＭＡＸ）を計算する。目盛りデータ生成部２７は、Ｒ成分に関して、第１有
効外直線データ群を＋１８０°回転させるように、（ＸＲ＿ＯＵＴ１，ＹＲ＿ＯＵＴ１）
＝（０，０）～（０，－（ＲＵ＿ＬＩＭＩＴ－ＲＭＡＸ））を計算する（矢印７１）。こ
こで、ＲＵ＿ＬＩＭＩＴは、例えば、１．０Ｖであり、Ｒ成分の上限値を表す。
【００２３】
　目盛りデータ生成部２７はさらに、Ｒ成分に関して、第２有効外直線データ群として、
（ＸＲ＿ＯＵＴ２，ＹＲ＿ＯＵＴ２）＝（０，ＲＬ＿ＬＩＭＩＴ－ＲＭＡＸ）～（０，Ｒ

ＭＩＮ－ＲＭＡＸ）を計算し、第２有効外直線データ群を＋１８０°回転させるように、
（ＸＧ＿ＯＵＴ２，ＹＧ＿ＯＵＴ２）＝（０，－（ＲＬ＿ＬＩＭＩＴ－ＲＭＡＸ））～（
０，－（ＲＭＩＮ－ＲＭＡＸ））を計算する（矢印７２）。ここで、ＲＬ＿ＬＩＭＩＴは
、例えば、－０．１Ｖであり、Ｒ成分の下限値を表す。
【００２４】
　目盛りデータ生成部２７はさらに、Ｒ成分に関して、有効直線データ群として、（ＸＲ

＿ＩＮ，ＹＲ＿ＩＮ）＝（０，ＲＭＩＮ－ＲＭＡＸ）～（０，０）を計算し、有効直線デ
ータ群を＋１８０°回転させるように、（ＸＲ＿ＩＮ，ＹＲ＿ＩＮ）＝（０，－（ＲＭＩ

Ｎ－ＲＭＡＸ））～（０，０）を計算する（矢印７３）。
【００２５】
　目盛りデータ生成部２７は、Ｒ及びＧ成分と同様に、Ｂ成分に関して、レンジ設定部２
６からの最大有効値ＢＭＡＸを原点に設定し、第１有効外直線データ群として、（ＸＢ＿

ＯＵＴ１，ＹＢ＿ＯＵＴ１）＝（０，０）～（０，ＢＵ＿ＬＩＭＩＴ－ＢＭＡＸ）を計算
する。目盛りデータ生成部２７は、Ｂ成分に関して、第１有効外直線データ群を＋６０°
回転させるように、（ＸＲ＿ＯＵＴ１，ＹＲ＿ＯＵＴ１）＝（０，０）～（－（ＢＵ＿Ｌ

ＩＭＩＴ－ＢＭＡＸ）×（√３）／２，（ＢＵ＿ＬＩＭＩＴ－ＢＭＡＸ）／２）を計算す
る（矢印７４）。ここで、上限値ＢＵ＿ＬＩＭＩＴは、例えば、１．０Ｖである。
【００２６】
　目盛りデータ生成部２７はさらに、Ｂ成分に関して、第２有効外直線データ群として、
（ＸＢ＿ＯＵＴ２，ＹＢ＿ＯＵＴ２）＝（０，ＢＬ＿ＬＩＭＩＴ－ＢＭＡＸ）～（０，Ｂ

ＭＩＮ－ＢＭＡＸ）を計算し、第２有効外直線データ群を＋６０°回転させるように、（
ＸＧ＿ＯＵＴ２，ＹＧ＿ＯＵＴ２）＝（－（ＢＬ＿ＬＩＭＩＴ－ＢＭＡＸ）×（√３）／
２，（ＢＬ＿ＬＩＭＩＴ－ＢＭＡＸ）／２）～（－（ＢＭＩＮ－ＢＭＡＸ）×（√３）／
２，（ＢＭＩＮ－ＢＭＡＸ）／２）を計算する（矢印７５）。ここで、下限値ＢＬ＿ＬＩ

ＭＩＴは、例えば、－０．１Ｖである。
【００２７】
　目盛りデータ生成部２７はさらに、Ｂ成分に関して、有効直線データ群として、（ＸＢ

＿ＩＮ，ＹＢ＿ＩＮ）＝（０，ＢＭＩＮ－ＢＭＡＸ）～（０，０）を計算し、有効直線デ
ータ群を＋６０°回転させるように、（ＸＢ＿ＩＮ，ＹＢ＿ＩＮ）＝（０，－（ＢＭＩＮ

－ＢＭＡＸ）×（√３）／２，（ＢＭＩＮ－ＢＭＡＸ）／２）～（０，０）を計算する（
矢印７６）。
【００２８】
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　図２に戻り、映像信号レベル表示装置２０はさらに、画像データ変換部２８とカラー表
示部２９とを備える。画像データ変換部２８には、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれの第１及
び第２有効外直線データ群（（ＸＲ＿ＯＵＴ１，ＹＲ＿ＯＵＴ１），（ＸＧ＿ＯＵＴ１，
ＹＧ＿ＯＵＴ１），（ＸＢ＿ＯＵＴ１，ＹＢ＿ＯＵＴ１），（ＸＲ＿ＯＵＴ２，ＹＲ＿Ｏ

ＵＴ２），（ＸＧ＿ＯＵＴ２，ＹＧ＿ＯＵＴ２），（ＸＢ＿ＯＵＴ２，ＹＢ＿ＯＵＴ２）
）並びに有効直線データ群（（ＸＲ＿ＩＮ，ＹＲ＿ＩＮ），（ＸＧ＿ＩＮ，ＹＧ＿ＩＮ）
，（ＸＢ＿ＩＮ，ＹＢ＿ＩＮ））が、目盛りデータ生成部２７から入力される。画像デー
タ変換部２８は、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれの第１及び第２有効外直線データ群並びに
有効直線データ群をカラー表示部２９の駆動用データに変換し、その結果、図８に示すよ
うな目盛りが、カラー表示部２９に描画される。
【００２９】
　好ましくは、カラー表示部２９に描画される第１及び第２有効外直線データ群と有効直
線データ群との輝度は、異なる。例えば、第１及び第２有効外直線データ群は、１００％
の輝度を持つ直線で描画される一方、有効直線データ群は、１００％の輝度を持つ破線で
描画される。或いは、第１及び第２有効外直線データ群は、１００％の輝度を持つ直線で
描画される一方、有効直線データ群は、５０％の輝度を持つ直線で描画される。
【００３０】
　好ましくは、カラー表示部２９に描画される第１及び第２有効外直線データ群と有効直
線データ群との色は、異なる。例えば、Ｒ成分の第１及び第２有効外直線データ群は、白
色で描画される一方、有効直線データ群は、赤色で描画される。同様に、Ｇ及びＢ成分の
第１及び第２有効外直線データ群は、白色で描画される一方、Ｇ成分の有効直線データ群
は、緑色で描画され、また、Ｂ成分の有効直線データ群は、青色で描画される。
【００３１】
　好ましくは、カラー表示部２９に描画されるＲ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれの直線データ
群の色は、異なる。さらに好ましくは、カラー表示部２９に描画されるＲ成分の直線デー
タ群（第１及び第２有効外直線データ群並びに有効直線データ群）は、赤色で描画される
。同様に、さらに好ましくは、カラー表示部２９に描画されるＧ成分の直線データ群は、
緑色で描画され、Ｂ成分の直線データ群は、青色で描画される。
【００３２】
　さらに、画像データ変換部２８には、Ｒ成分の座標（（ＸＲ，ＹＲ））が、座標計算部
２１から入力され、Ｇ成分の座標（（ＸＧ，ＹＧ））が、座標計算部２２から入力され、
Ｂ成分の座標（（ＸＢ，ＹＢ））が、座標計算部２３から入力される。画像データ変換部
２８は、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれをカラー表示部２９の駆動用データに変換し、その
結果、図９に示すような目盛り上のレベル９１、９２及び９３が、カラー表示部２９に描
画される。
【００３３】
　好ましくは、カラー表示部２９に描画されるＲ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれは、マークで
描画される。例えば、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれは、「○」として描画される。或いは
、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれは、「×」として描画される。
【００３４】
　好ましくは、カラー表示部２９に描画されるＲ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれの色は、異な
る。さらに好ましくは、カラー表示部２９に描画されるＲ成分は、赤色で描画され、Ｇ成
分は、緑色で描画され、Ｂ成分は、青色で描画される。
【００３５】
　このようにして、ＲＧＢコンポーネント信号のＲ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれが、対応す
る最大有効値とともに表示される。したがって、観測者は、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれ
が、対応する最大有効値にどの程度近づいているのか又はどの程度越えているのかを、Ｒ
、Ｇ及びＢ成分のレベル表示から、直接把握することができる。
【００３６】
　また、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれに対応する最大有効値が１点に集中しているため、
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観測者は、ガマット・エラー状態であるのかを観測する際に、その１点に、注目すればよ
い。具体的には、観測者は、Ｒ、Ｇ及びＢ成分の少なくとも１つの成分と、対応する最大
有効値とを比較することにより、ガマット・エラー状態であるか否かを認識することがで
きる。
【００３７】
　さらに、観測者は、Ｒ、Ｇ及びＢ成分の少なくとも１つの成分と、対応する最小有効値
とを比較することより、観測者は、最小有効値に起因するガマット・エラー状態であるか
否かを認識することができる。なお、最小有効値に起因するガマット・エラー状態は、従
来のダイアモンド表示を用いて認識することができない。
【００３８】
　加えて、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれが、直線目盛り上を１次元的に移動するので、Ｒ
、Ｇ及びＢ成分のレベル表示は、鮮明な表示である。
　図１０は、図９に示される表示例に、補助線を追加した表示例を示す。図１０に示され
る補助線は、ＲＧＢコンポーネント信号のＲ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれの上限値と、他の
２成分の最小有効値とを結ぶ。具体的には、その補助線は、Ｒ成分の上限値とＧ及びＢ成
分のそれぞれの最小有効値とを結ぶ直線１０１及び１０２と、Ｇ成分の上限値とＲ及びＢ
成分のそれぞれの最小有効値とを結ぶ直線１０３及び１０４と、Ｂ成分の上限値とＲ及び
Ｇ成分のそれぞれの最小有効値とを結ぶ直線１０５及び１０６と、を有する。これらの直
線１０１～１０６に対応する直線データ群は、目盛りデータ生成部２７において生成する
ことができる。
【００３９】
　レンジ設定部２４、２５及び２６において設定される最小有効値、最大有効値、上限値
及び下限値のそれぞれは、一般に、すべての成分に対して同じ値を有する。最小有効値、
最大有効値及び上限値のそれぞれが、すべての成分に対して同じ値を有する場合、図１０
に示す補助線は、正三角形を示す。
【００４０】
　例えば、映像信号がその後の編集段階において調整される場合、最小有効値又は最大有
効値の値を変更する必要がある。具体的には、例えば、Ｒ成分だけがその後の編集段階に
おいて＋１０％だけ乗算されることが予定されている場合、最大有効値は、－１０％だけ
乗算されなければならない。或いは、Ｒ成分だけがその後の編集段階において＋０．５Ｖ
だけ加算されることが予定されている場合、最小有効値及び最大有効値のそれぞれは、－
０．５Ｖだけ加算されなければならない。最小有効値及び最大有効値のうち少なくとも一
方が、すべての成分に対して同じ値を有さない場合、図１０に示す補助線は、図１１に示
すように正三角形を示さない。（図１１中において、最大有効値ＲＭＡＸ＝０．７Ｖ×９
０％＝０．６３Ｖ）
　従って、観測者は、ＲＧＢコンポーネント信号のＲ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれ最大有効
値と、他の２成分の最小有効値とを結ぶ補助線によって構成される図形が、正三角形であ
るか否かを認識することにより、最小有効値又は最大有効値が変更されていることを理解
することができる。
【００４１】
　図１２は、図１０に示される表示例に、第２補助線を追加した表示例を示す。図１２に
示される第２補助線は、ＲＧＢコンポーネント信号のＲ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれの下限
値と、他の２成分の下限値とを結ぶ。具体的には、その第２補助線は、Ｒ成分の下限値と
Ｇ成分の下限値とを結ぶ直線１２１と、Ｒ成分の下限値とＢ成分の下限値とを結ぶ直線１
２２と、Ｇ成分の下限値とＢ成分の下限値とを結ぶ直線１２３と、を有する。これらの直
線１２１～１２３に対応する直線データ群は、目盛りデータ生成部２７において生成する
ことができる。
【００４２】
　図１３は、ガマット・エラー自動判定機能を備える映像信号レベル表示装置１３０のブ
ロック図を示す。図１３の映像信号レベル表示装置１３０は、図２の映像信号レベル表示
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装置２０と比較して、判定部１３１をさらに備える。
【００４３】
　判定部１３１には、Ｒ、Ｇ及びＢ成分と、それぞれの成分に対応する最大有効値及び最
小有効値と、が入力される。判定部１３１は、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれが、それぞれ
の成分に対応する最大有効値と最小有効値との間の有効範囲内にあるか否かを判定する。
判定部１３１は、例えば、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれに対応する信号であって、ガマッ
ト・エラー状態であることを表す信号を画像変換部２８に出力する。
【００４４】
　画像変換部２８は、判定部１３１からの判定結果に基づいて、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれ
ぞれをカラー表示部２９の駆動用データに変換し、その結果、ガマット・エラー状態であ
るレベル表示とガマット・エラー状態でないレベル表示とが、異なる。例えば、ガマット
・エラー状態である成分の輝度は、ガマット・エラー状態でない成分の輝度よりも大きく
する。或いは、ガマット・エラー状態である成分は、常時表示させ、ガマット・エラー状
態でない成分は、点滅させる。
【００４５】
　このようにして、ガマット・エラー状態は、自動的に判定される。したがって、観測者
は、Ｒ、Ｇ及びＢ成分の少なくとも１つの成分と、対応する最大有効値又は最小有効値と
を比較しなくても、ガマット・エラー状態であるか否かを認識することができる。
　なお、このような自動判定技術は、特開昭６２－２３９７８５号公報に開示されている
。
【００４６】
　図２及び図１４中に示される映像信号レベル表示装置２０及び１４０には、ＲＧＢコン
ポーネント信号のＲ、Ｇ及びＢ成分が、外部又は内部から入力される。外部入力の場合、
映像信号レベル表示装置２０及び１４０は、Ｒ、Ｇ及びＢ成分を直接入力する。内部入力
の場合、即ち、Ｙ／色差コンポーネント信号のＹ、Ｐｒ及びＰｂ成分が外部から入力され
る場合、映像信号レベル表示装置２０及び１４０は、Ｙ／色差コンポーネント信号のＹ、
Ｐｒ及びＰｂ成分からＲＧＢコンポーネント信号のＲ、Ｇ及びＢ成分に変換する手段を備
え、Ｒ、Ｇ及びＢ成分を内部で生成する。
【００４７】
　図１４は、カラー表示部に表示される表示例を示す。図１４に示すように、Ｒ、Ｇ及び
Ｂ成分のそれぞれと、それぞれに対応する第１及び第２有効外直線データ群並びに有効直
線データ群とを回転表示させなくてもよい。言い換えれば、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれ
に対応する最大有効値が、必ずしも、１点に集中しなくてもよい。いわゆるバーグラフ表
示を各成分毎に採用することにより、観測者は、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のそれぞれが、対応す
る最大有効値又は最小有効値にどの程度近づいているのか又はどの程度越えているのかを
、Ｒ、Ｇ及びＢ成分のレベル表示から、直接把握することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】映像信号レベルの従来の表示方法を表す。
【図２】本発明の映像信号レベル表示装置のブロック図を表す。
【図３】Ｒ成分の座標を説明するための図である。
【図４】Ｇ成分の座標を説明するための図である。
【図５】Ｂ成分の座標を説明するための図である。
【図６】Ｇ成分の目盛りデータを説明するための図である。
【図７】Ｒ及びＢ成分の目盛りデータを説明するための図である。
【図８】Ｒ、Ｇ及びＢ成分の目盛り表示を表す。
【図９】Ｒ、Ｇ及びＢ成分のレベル表示を表す。
【図１０】補助線表示を表す。
【図１１】補助線表示の変形を説明するための図である。
【図１２】第２補助線表示を表す。
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【図１３】ガマット・エラー自動判定機能を備える映像信号レベル表示装置のブロック図
を表す。
【図１４】Ｒ、Ｇ及びＢ成分のレベル及び目盛り表示を表す。
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